
≡美しき空間三
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キ手.

今
帰
仁
村
民
憲
章

一
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
遺
産
を

一
、
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
】つ
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
を

一
、
み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
の
び
ゆ
く

力
と
豊
か
な
心

一
、
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
　
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
村
を

一
、
み
ん
な
で
築
こ
う
　
平
和
で

明
る
い
活
力
の
あ
る
村
を

2002ユ 月
・
‐≡
ｆ
ザ
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▲夢有民牧場をB区ける馬

0今帰仁村の人口 男4,782人 (+1)女 4,722人 (-2)計 9,504人 (-1)世帯数3,413戸 (+4)平 成 13年 11月 30日 現在
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め

け

ま

ｔ

ヽ
ふ

一ｒ
令

Ｆ
〓

一

子

！

．

年
頭
の
こ
あ
い
さ
つ

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に

あ
た
り
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
二
〇
〇
二
年

・
午
年

を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
夢

と
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
を
中
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
輝
か
し
い
新
世
紀
節
目

の
年
を
む
か
え
な
が
ら
も
、
ア
メ

リ
カ
で
起
き
た
同
時
中
枢
テ
ロ
事

件
や
狂
牛
病
問
題
、
長
引
く
不
況

に
よ
る
失
業
率
の
増
加
や
経
済
情

勢
の
悪
化
に
象
徴
さ
れ
る
が
ご
と

く
、
国
内
外
で
狂
乱
か
つ
激
動
の

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
多
く

の
方
の
尊
い
命
が

一
瞬
に
し
て
失

わ
れ
た
米
国
同
時
テ
ロ
事
件
の
ニ

ュ
ー
ス
を
目
に
し
た
と
き
、
犠
牲

と
な

っ
た
方
々
の
ご
冥
福
祈
る
と

も
に
、
残
さ
れ
た
ご
家
族
の
悲
し

み
を
思
う
と
胸
が
締
め
付
け
ら
れ

る
と
同
時
に
次
代
を
担
う
村
民
に

残
し
て
い
く
べ
き
も
の
は
真
の
平

和
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
こ

手

武
十

口
年

　

え

ュ

ヽ

れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
平
和
で

豊
か
な
自
然
の
残
る
文
化
村
を
築

き
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
未
来

へ

夢
つ
な
ぐ
村
づ
く
り
に
全
力
を
傾

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
方
分
権
化
が
進
み
、
本
村

に
お
い
て
も
多
様
化
す
る
村
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
は

「第
二
次
今
帰
仁
村

行
政
改
革
大
綱
」
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
村
の
活
性
化
と
住
民

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
行
財

政
の
健
全
化
、
事
務
の
効
率
化
を

念
頭
に
行
政
自
ら
耐
え
う
る
自
己

革
新
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
強

い
意

0志
、
自
主
確
立
、
自
己
責
任
、
自

己
努
力
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
村
民
の
英
知
を
結

集
し
、
相
互
の
協
力
体
制
を
築
き

あ
げ
、
村
の
明
る
い
未
来

へ
の
活

路
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
和

を
大
切
に
し
村
民

一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
今
後
と
も
尚

一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
村
民
皆
様
の
益
々
の
御

健
康
と
御
多
辛
を
心
か
ら
祈
念
中

し
上
げ
ま
す
。

描

朴又

お

めマ
1マr

狼

奮イ恙

＞

と

つ
ヽ
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ヽ

ヽヽ

ギ
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ｎ
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／
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す

ま
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専
・
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∩
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収入役

仲尾次 吉澄

.・

11'1当 ,―

謙■竜″■‐i″
教育長

山城 清光
助 役
大城 勝

◆
各
課
長
名
◆

農
業
委
員
会
事
務
局

建
　
訊成
　
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

経 水 福

済 道 祉

課 課 課

保 住 税 企 議 総
健   画 会
予 民 務 財 事 務
防   政 務
課 課 課 課 局 課

内 吉 平 山 大 島 吉 与 仲 諸 玉 西 上
那  喜

間 田 安 城 嶺 袋 田 嶺 村 田 城 島 間

繁 克 常 徳 英 光 清 シ 文 展 光 郁
ゲ

樹 巳 康 男 恭 雄 尊 子 治 生 盛 夫 悟
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多彬′ど催しに

多くOA出

「み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
目
ざ
そ

う
健
康
で
長
生
き
を
」
を
テ
ー
マ
に

村
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
第

十

一
回
今
帰
仁
村
健
康
ま
つ
り
が

十
二
月
人
、
九
の
両
日
、
今
帰
仁

村
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
。

主
会
場
と
な

っ
た
村
民
体
育
館

に
は
福
祉
や
健
康
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
の
ほ
か
、
体
脂
肪
を
測
定
す

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
多
く
の
お
年
寄
り
ら
が

健
康
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
ほ

か
、
歩
き
方
教
室
や
体
力
測
定
に

は
軽
装
姿
の
村
民
が
多
数
詰
め
か

け
に
ぎ
わ

っ
た
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
お

な
じ
み
の
泉
崎
病
院
顧
問

・
平
田

亮

一
先
生
を
招
い
て
の
健
康
講
演

会
で
は

「健
康
と
道
づ
れ
」
と
題

し
、
人
の

一
生
を
生

・
老

・
病

・

死
の
四
つ
に
分
け
、
川
柳
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

な
ど
、
訪
れ
た
人
に
健
康
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
た
。＞

ホ
ッ
ケ
ー
場
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
た

▲多数の村民が訪れた健康相談コーナー

3広 報なきじん ⑫oo2年)平成14年 1月 1日

次

次

山

山

尾

　

我

兼

仲

崎

呉

税
の
大
切
さ
を
知
ら
せ
納
税
意

識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、
平
成
十

二
年
度
今
帰
仁
村
納
税
表
彰
式
が

十

一
月
二
十
日
、
村
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
た
。

表
彰
式
は
村
内
の
各
字
区
長
を

は
じ
め
関
係
者
多
数
が
出
席
す
る

%

運 天

１
日

二

ｎ

ｖ

Ａ

Ｖ

《
中
学
生
の
部
》

優

秀
賞
】
古
堅
　
弘
美
（△フ帰
仁
空
一軍
）

優

良
賞
】
山
内
　
仁
（兼
次
中
二
年
）

松
尾
　
光
隆
（△ラ帰
仁
中
三
年
）

上
間
　
夏
希
（今
帰
仁
空
二年
）

玉
城
　
洋
平
（古
宇
利
空
二年
）

《高
校
生
の
部
》

【優
秀
賞
】
比
嘉
　
な
み
き
（北
幽
畳
耳
）

【優
良
賞
】
与
那
嶺
　
聡
美
冤
聖
［里
年
）

島
袋
　
真
由
美
（北
山
高
一各

玉
城
　
香
織
（北
山
高

一
年
）

新
城
　
東
子
（北
山
高

一
年
）

作
文
の
部

《
中
学
生
の
部
》

【優
秀
賞
】
山
城
公
太
郎
（湧
川
中

一
年
）

【優
良
賞
】
嘉
陽
　
梨
江
（湧
川
中

一
年
）

島
袋
　
翔
　
（湧
川
中
二
年
）

島
袋
　
有
紀
（兼
次
中
二
年
）

奥
原
　
伶
奈
（湧
川
中
三
年
）

《高
校
生
の
部
》

優

秀
賞
】
仲
松
　
美
帆
（北
山
高

一
年
）

優

良
賞
】
上
間
　
利
奈
（北
山
高

一
年
）

儀
保
　
唯
　
（北
山
高

一
年
）

真
栄
田
亜
美
（北
山
高

一

山
城
　
若
菜
（北
山
高

一
年

平成13年度◆納税表彰の推移◆

※アミカケは、納税表彰を受けた行政区

コンクールに入賞した児重生徒の表彰も行われる▲  渡喜仁

で
納
税

納
税
は
住
み
よ
い
む
ら
へ
の
第
一歩

な
か
執
り
行
わ
れ
、
村
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
か
ら

な
る
三
税
の
合
計
納
付
率
が
九
十

五
％
を
超
え
た
十
四
の
区
と

「税

の
作
文

。
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

入
賞
し
た
村
内
の
小

。
中

・
高
校

生
二
十
五
人
が
表
彰
を
受
け
た
。

標
語
の
部

《
小
学
生
の
部
》

優

秀
賞
】
諸
喜
田
　
繁
（兼
次
小
六
年
）

【優
良
賞
】
新
城
　
直
子
（兼
次
小
六
年
）

仲
宗
根
　
愛
（天
底
小
六
年
）

我
那
覇
菜
津
美
（今
帰
仁
小
六
年
）

嘉
陽
恵
理
香
（〈フ帰
仁
小
一（年
）

字名
10 11 12

今  泊 966 942 908

兼  次 1000 1000 1000

諸  志 958 969 950

与 那 嶺 1000 1000 977

仲 尾 次 1000 1000 1000

崎  山 1000 1000 1000

平  敷 894 914 939

越  地 957 951 961

謝  名 976 944 898

仲 宗 根 955 948 951

玉  城 967 986 989

呉 我 山 1000 1000 1000

湧  川 867 950 94.7

天  底 965 96.0 974

勢 理 客 95.6 943 948

渡 喜 仁 1000 1000 1000

上 運 天 990 99.4 965

運  天 1000 100;0 1000

古 宇 利 970 976 960

計 961 965 961

表 彰 字 17 14 14

合  計 934 944 940

「税
の
作
文

口
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
者



生
委
員
・児
童
委
員
に
委
嘱
状

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
の
充
案
に
期
待

鍵
村
民
福
祉
を
支
え
る

「村
民
生

委
員

・
児
童
委
員
」
の
任
期
満
了

に
よ
る
選
任
が
三
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
担
い
手
が
な
く
空

民生委員̀児童委員厚生労働

委託状を受け取る金城峯子さん (右)▲

◆今帰仁村民生委員・児童委員◆

◆今帰仁村主任児童委員◆

感
謝
状
の
贈
呈
式
も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
、
本
村
か
ら
は
六
人
の
方
に

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

民
生
委
員

・
児
産
委
員
に
対
す
る

厚
生
労
働
六
巨
感
謝
状
受
与
著

（在
住
年
数
６
年
以
上
）

席
に
な

っ
て
い
た
四
地
区
を
含
む

全
字
で
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の

配
置
が
決
ま
り
関
係
者
ら
を
喜
ば

せ
た
。

十
二
月
二
日
、
北
部
福
祉
事
務

所
で
行
わ
れ
た
厚
生
労
働
大
臣
及

び
沖
縄
県
知
事
か
ら
の
委
嘱
状
交

付
式
に
は
村
民
生
委
員

・
児
童
委

員
二
十
四
人
を
代
表
し
て
金
城
祭

子
さ
ん
が
伝
達
交
付
を
受
け
た
。

ま
た
、
六
年
以
上
に
わ
た
り
民

生
委
員
児
童
委
員
を
勤
め
ら
れ
、

退
任
す
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

兼

次

地

区

仲
宗
根
地
区

玉

城

地

区

勢
理
客
地
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

玉
城
喜
久
雄

照
屋
　
政
男

神
谷
　
繁
和

安
谷
屋
君
子

新
垣
　
侃

興
那
嶺
清
子

σ

年
）

（９
年
８
月
）

（９
年
）

（６
年
）

（７
年
１１
月
）

（７
年
１１
月
）

沖
縄
集
民
生
委
員

・
児
童
委
員
協

議
会
会
長
喪
影
著

（在
住
年
数
９
年
以
上
）

兼

次

地

区
　
玉
城
喜
久
雄

（９
年
）

仲
宗
根
地
区
　
照
屋
　
政
男

（９
年
８
月
）

玉

城

地

区
　
神
谷
　
繁
和

（９
年
）

担当地区 氏  名 住  所 電  話

今泊僚) 玉 城 フサ子 今泊190 56-4317

今泊 l西 ) 名 城 敏 子 今泊4514 56-4210

兼  次 比 嘉 絹 代 兼次109 56-5115

諸  志 内 間 美佐子 諸志67 56-3538

与 那 嶺 志喜屋 清 子 仲尾次709 56-2754

仲 尾 次 上 間 久 武 仲尾次25 56-3992

崎  山 喜屋武   惇 崎山123 56-4757

平  敷 宇茂佐 ミサ子 平敷129の 1 56-5381

越  地 嘉 数   登 越地 123 56-2713

謝  名 大 城 文 男 謝名108 56-2549

仲宗根 (東 ) 三 輪 昌 子 天底336の 2 56-5197

伸宗根 (西 ) 中曽根 愛 子 仲宗根305 56-3921

玉  城 営 間 玲 子 玉城635 56-4684

呉 我 山 安慶名 博 孝 呉我山462 56-4505

湧川 l東 ) 我喜屋 宗 雄 湧川1753 56-2115

湧川価) 玉 城 光 栄 湧川379の 1 56-3298

天  底 大 城 和 子 天底390の 1 56-3377

勢 理 客 大 城 三枝子 勢理客269 56-4005

渡 喜 仁 山 本 芳 枝 運天1265 56-2867

上 運 天 金 城 峯 子 上運天22 56-3677

運  天 松 田   泰 運天280 56-2708

古 宇 利 平 田 清 子 古宇利186の 1 56-2956

担当地区 氏  名 住  所 電  話

今帰仁1双東) 上 間 正 秀 越地106 56-3252

今帰仁村(西 ) 金 城 郁 代 今泊4534 56-4974
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「わ
―
ぃ
。
サ
ン
タ
さ
ん
だ
―
。」

こ
の
ほ
ど
、
今
帰
仁
保
育
所
と
仲

尾
次
保
育
所
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
現
れ
、
国
児

ら
を
喜
ば
せ
た
。

こ
の
日
、
園
に
は

一
年
間
よ
い

子
で
過
ご
し
た
園
児
ら
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
そ
う
と
贈
り
物
の
い

っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
袋
を
か
つ

雌
い
だ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登

朔
場
。
た
ち
ま
ち
サ
ン
タ
さ
ん

祉
の回りに大はし
ゃぎする

途
子
ど
も
達
の
輪
が
で
き
た
。

庶
　
そ
の
後
、
園
児
ら
は
元
気

郷
よ
く
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
遊

く螂軸嶋
ぜ
窮
さ夕旬
孵

初
聞
い
て
み
よ
う
」
の
コ
ー
ナ

鯵
‐では
「いつも何をた
ベ

▲
　
て
る
ん
で
す
か
？
」
。
「ト
ナ

カ
イ
は
ど
こ
？
」
な
ど
、
か

わ
い
い
質
問
の
ほ
か

「お
願
い
し

た
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
お
人
形
も

っ
て
き
た
？
」
。
「英
語
で
し
ゃ
ベ

っ
て
下
さ
い
。
」
な
ど

ユ
ニ
ー
ク

な
質
問
や
お
願
い
も
飛
び
出
す
な

ど
、
サ
ン
タ
さ
ん
も
思
わ
ず
苦
笑

い
し
な
が
ら
子
供
た
ち
の
質
問
に

丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
と
子
供
た
ち
の
橋

渡
し
役
と
な

っ
た
村
青
年
会
々
長

の
新
城
孝
博
さ
ん
も

「今
年
も
子

供
た
ち
に
大
き
な
夢
と
笑
顔
で
迎

え
る
ク
リ
ス
マ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
き
た
。
」
と
満
足
気
。
目
を
輝

か
せ
う
れ
し
そ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

思
わ
ず
頬
を
緩
め
た
。

浮 A甚
*

鰤 鱒

目児リリスマ瑶課しむ
―

うれ■い.

**

サ
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▲総勢15チームが一斉に村役場前をスタート

スポーツを通して、地域の職場及

び住民に対し、防火思想の高揚と啓

発を図りつつ、両町村の親善友好に

寄与することを目的に第23回本部

町今帰仁村防火親善駅伝大会 (主

催 :本部町今帰仁村消防組合)が 、
11月 16日 に開催されました。

大会は、今帰仁村役場前をスター

トし、消防本部前 をゴールの約

18km、 6区間に15チームが参加し

て行われ、 6区間のうち区間賞 3つ

をとる安定した走りを見せた光風会

Aチ ームが、 1時間04分 49秒のタ

イムで優勝しました。なお、上位入

賞チームの成績は次のとおりです。

総合成績 (上位6位まで)

優勝

2位

3位

4位

5位

6位

04

06

10

11

11

12

49
´
59

38

53

59
'36

医療法人・光風会A

本部町消防国

本今消防組合

今帰仁村役場ヤング

本部町役場

本部町社会福祉協議会

（
の基
熟

Ч
手

ｉ
一
…

争
十
二
月
七
日
、
南
風
原
町
立
北
丘
小
学
校
で
開
催

さ
れ
た
第
五
十
二
回
沖
縄
県
小
学
校
重
話
お
話
大
会

で
兼
次
小
学
校
三
年
の
大
城
卓
也
く
ん
が
重
話

「シ

ー
サ
ー
太
郎
」
を
発
表
し
見
事
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

沖
縄

一
を
射
止
め
た
。

物
語
は

「顔
が
シ
ー
サ
ー
に
似
て
い
る
と
い
つ
も
い

じ
め
っ
子
か
ら
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
少
年
太
郎
君
が
、

夢
に
出
て
来
た
シ
ー
サ
ー
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
元
気

を
取
り
戻
し
て
い
く
様
子
を
綴

っ
た
も
の
己

そ
ん
な
二
人
の

や
り
と
り
を
卓
也
君
は
、
顔
の

表
情
や
動
作
、
声
の
ト
ー
ン
を

使

っ
て
う
ま
く
表
現
。
九
月
に

村
代
表
に
選
ば
れ
、
十

一
月
の

国
頭
地
区
で
最
優
秀
賞
。
さ
ら

県
大
会
へ
選
出
さ
れ
た
。

県
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
後

も
学
校
で
の
練
習
の
ほ
か
、
家

庭
で
も
お
母
さ
ん
や
妹
の
美
夢
ち

ゃ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な

ど
猛
特
訓
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
本

番
で
は

「全
然
緊
張
は
し
な
か
っ

た
」
と
大
勢
の
観
衆
の
前
で
も
臆

す
る
こ
と
な
く
堂
々
と
発
表
し
た
。

「シ
ー
サ
ー
の
話
し
方
や
細
か
い

動
作
、
話
す
時
間
も
練
習
ど
お
り

う
ま
く
で
き
た
」
と
こ
の
日
の
出

来
に
自
信
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

い
ざ
、
表
彰
式
で
自
分
の
名
が
呼

ば
れ
る
と

「最
高
に
う
れ
し
か
っ

た
。」
と
笑
み
を
こ
ぼ
し
た
。

そ
ん
な
卓
也
く
ん
に
つ
い
て
担

任
の
小
波
津
る
み
子
先
生
は

「飲

み
込
み
が
早
い
上
、
大
舞
台
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
力
を
発
揮
す
る
」

と
話
し
、
ま
た
、
同
校
の
金
城
小

夜
子
校
長
も

「顔
の
表
情
も
柔
ら

か
く
表
現
が
と
て
も
豊
か
。
持
ち

前
の
明
る
さ
に
加
え
、
頑
張
り
屋

さ
ん
」
と
今
回
の
受
賞
を
称
え
た
。

大
会
終
了
後
は
早
速
、
優
勝
旗

を
手
に
村
教
育
委
員
会
を
訪
ね
、

山
城
清
光
教
育
長
に
最
優
秀
賞
受

賞
の
報
告
を
し
た
。

▲優勝旗を手に喜びをかみしめる大城卓也くん

0菖措華綬∬ヨ●
第52回沖縄県小学校童話お話大会

最優秀貰 大城 卓也くん (兼次小3年 )

書碧ヨイトJb::

知稚園詈BA学児暮焦
平成 14年 3月 31日迄に満年齢

3歳 、4歳、5歳に達するもの

5人

入学願書の受付は平成 14年

2月 ?日 (木 )～ 2月 8日 (金 )

本校幼稚園部の教育内容について
○幼稚園部教育においては、活動が細切れ
にならないよう、一日のながれを一つの
生港のまとまりとして、生活、遊び、白
立活動、行事等、学校生活の諸活動すべ

てと密接に関連させながら、総合的な指
導を行なえるよう、毎日の保育を展開し
ています。
○幼稚園部の一日の保育時 P8弓 tよ 、4時 FB日 35
分です。(8:45登枝/13:20下校です)

4

=平咸 f4年度=
畑縄県立名護香護学麻真

1 出願資格

2 募集定員
3 出願期間

名護養護学校幼稚菩B
a 52--0505

ミお問合せ先

代 、

「イテイチゼロ わった日島の 守り神」
○緊急の電話は110番

O通常の用件は
県警察本書「  098-862-0110

本書『警察署      47-4110

今帰 1二交番      56-2303

1同10日は110番の日



“ぺ
「

I′夕
や

捕
の
層
示
会
と
豊
年
祭
写
真
層

仲
宗
偲
向
上
会
が
主
催
し
観
客
に
ぎ
わ
う

の
両
日
、
同
区
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
温
暖
な
気
候

が
続
い
た
こ
と
も
あ

っ

て
例
年
に
な
く
出
品
物

の
花
付
き
が
良
く
、
花

の
香
り
が
漂
う
会
場
に

は
大
菊
を
は
じ
め
、
懸

が
い
、
玉
造
な
ど
仕
立

て
物
が
並
び
、
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
レ
ア
や
ア
ン
ス
リ

ュ
ウ
ム
な
ど
南
国
色
豊

か
な
花
々
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。

区
内

の
各
家
庭
で
丹
精

込
め
て
育
て
あ
げ
た
花
鉢

を
持
ち
寄
り
開
催
さ
れ
る

仲
宗
根
向
上
会

（大
城
尚

会
長
）
主
催

の
平
成
十
二

年
度

「菊

の
展
示
会
」
が

十

一
月
二
十
四
、
二
十
五

ま
た
、
今
回
は
四
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
た
豊
年
祭
の

「写
真
展
」
も

併
催
さ
れ
、
道
ジ

ュ
ネ
ー
や
舞
台

で
舞
う
区
民
ら
の
表
情
を
と
ら
え

た
五
百
枚
余
り
の
写
真
も
飾
ら
れ
、

訪
れ
た
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
ｒ

県
高
膜
駅
億
六
会
に
向
け
花
値
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
″

こ
の
活
動
は
毎
年
本
村
で
開
催
さ

れ
る
県
高
校
駅
伝
大
会
を
色
と
り

ど
り
の
花
で
飾
り
、
参
加
す
る
選

手
ら
を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
。
参
加
し
た
生
徒
ら

は
ひ
た
い
に
汗
を
浮
か
べ
、
約

一

時
間
余
り
の
作
業
で
プ
ラ
ン
タ
ー

に
ベ
ゴ

ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

な
ど
季
節
の
花
の
苗
、
二
千
五
百

本
を

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
つ

け
た
。

こ
の
日
、
植
え
ら
れ
た
六
百
鉢

の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
大
会
前
に
会
場

に
並
べ
ら
れ
、
選
手
ら
の
熱
い
走

り
に
華
を
添
え
る
。

Lコ
ig ぉⅢt,t日 |て 11

う:

議
題|

▲色とりどりの花々が会場をかざった。

広報な警じんに
驚l隠をお毒甘下さいと

す鬱O与9492

'帰

仁再役場 F広報な書じんJ

醤

▲多くの受講生が詰めかけた北山老人大学修了式
▲額に汗をにじませもくもくと作業に励む参加者たち

い
き
い
き
と
学
瓜
意
欲
思
き
ず

第
三
十
期
北
出
を
人
六
学
修
了
式

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
作
り
を

目
的
に
各
種
講
座
な
ど
を
開
い
て

き
た
第
二
十
期
北
山
老
人
大
学

（嘉
陽
宗
平
学
級
長
）
の
修
了
式

が
十
二
月
十
四
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

修
了
式
に
は
半
年
間
余
り
の
課

程
を
無
事
終
了
し
た
村
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
ら
約
二
百
人
が
参
加
。

仲
里
吉
徳
村
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
来
賓
が
出
席
し
、
学
ぶ
意
欲

の
あ
る
受
講
生
ら
を
激
励
し
た
。

修
了
式
後
は
本
村
諸
志
出
身
で

現
在
、
石
川
市
文
化
協
会
会
長
を

務
め
る
新
城
紀
秀
氏
を
招
い
て
の

講
演

「今
帰
仁
村
の
昔
と
今
」
が

行
わ
れ
、
方
言
を
交
え
た
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
独
特
な
語
り
口
で
今

帰
仁
の
歴
史
を
解
説
、
会
場
を
沸

か
せ
た
。

住
み
良

い
村
づ
く
り
活
動

を
進
め
る
村
建
設
業
協
会

（島

袋
松
男
会
長
）
恒
例
の

「花

い

っ
ぱ
い
運
動
」
が
十
二
月
十
七

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ

れ
、
今
年
も
今
帰
仁
中
学
校

（座
間
味
彪
校
長
）
の
生
徒
六

十
人
余
り
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
に
参
加
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
た
。

今
年

で
三
年
目
を
迎
え
た

♂
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反
惜
広
が
る
紫
顔
の
輪

中
学
膜
統
合
に
向
け
６
年
生
交
流
会

平
成
十
五
年
四
月
に
開

校
す
る
村
立
統
合
中
学
校

（仮
称
）
に
入
学
予
定
の
村

内
五
ヵ
所
の
小
学
六
年
生
、

百
三
十
四
人
を
集
め
た
交

流
会
が
十
二
月
七
日
、
村

運
動
公
園
ホ

ッ
ケ
ー
場
で

行
わ
れ
た
。

昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
交
流
会
は

「児
童

ら
が
新
し
い
中
学
校
に
期

待
と
希
望
を
も

っ
て
入
学
で
き
る

よ
う
同
学
年
同
士
の
ふ
れ
あ

い
」

を
ね
ら
い
と
し
、
今
年
も
交
流
会

の
運
営
を
村
内
各
中
学
校
の
生
徒

会
執
行
部
が
受
け
持
ち
、
初
顔
合

わ
せ
の
児
童
ら
を
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
で
和
ま
せ
た
。

古
宇
利
小
学
校
か
ら
参
加
し
た

伊
差
川
美
穂
さ
ん
は

「小
さ
な
学

校
か
ら
参
加
し
た
け
ど
、
た
く
さ

ん
の
友
達
と
出
会
え
て
う
れ
し
か

っ
た
。
ま
た
パ
ム
え
る
日
が
楽
し
み

で
す
」
と
感
想
を
述
べ
、
六
年
生

同
士
の
交
流
を
満
喫
し
て
い
た
。

▲二連覇達成に喜びのガッツポーズを見せる今泊チーム

援
打
に
圧
倒
ｒ
今
泊
チ
ー
ム
三
連
覇

第
十
七
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ん
六
会

第
十
七
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
十

一
月
十
人
、
二
十
の
両

日
、
村
総
合
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
行

わ
れ
た
。
今
大
会
は
四
十
歳
以
上

な
ら
誰
で
も
出
場
で
き
る
年
齢
制

限
の
な
い
大
会
と
あ

っ
て
各
チ
ー

ム
と
も

ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
臨

み
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で

観
客
を
沸
か
せ
た
。
注
目
の
決
勝

戦
は
今
泊
チ
ー
ム
と
兼
次
チ
ー
ム
が

対
戦
、
序
盤
か
ら
投
打
に
圧
倒
し

た
今
泊
チ
ー
ム
が
十
六
対

一
の
大
差

で
昨
年
に
続
き
連
覇
を
果
た
し
た
。

殊
勲
賞
に
は
兼
次
チ
ー
ム
を
三

安
打

一
点
に
抑
え
た
新
城
満
さ
ん

（今
泊
）
が
受
賞
、
打
撃
賞

一
位

に
は
決
勝
で
二
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
含
む
三
安
打
を
放

っ
た
仲
本
満

さ
ん

（今
泊
）
が
選
ば
れ
た
。

▲はじめて会うもすぐに打ち解け楽しく交流

7 広報な き じん 鬱oo2年)平成14年 1月 1日

グ
ラ
ウ
ン
ト
ゴ
ん
フ
て
は
つ
ら
つ
ブ
レ
ｌ
ｒ

今
小
児
重
お
年
寄
り
招
い
て
交
流
会

校
五
年
生
と
楽
し
く
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

試
合
は
そ
れ
ぞ
れ
が

入
り
混

っ
た
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
ス
タ
ー
ト
。
中

に
は
初
め
て
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ
に
戸
惑
う

子
ど
も
達
を
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん

が
や
さ
し
く
指
導
。

コ

ツ
を
覚
え
、
次
第
に
上

達
し
て
い
く
子
ど
も
達

に
目
を
細
め
て
い
た
。

今
帰
仁
小
学
校

（安
田
栄
蔵
校

長
）
の
五
年
生
五
十
人
が
十

一
月

二
十
日
、
校
区
内
の
老
人
会
を
招

い
て
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
行

っ
た
。

こ
れ
は
子
ど
も
達
に
地
域
に
住

む
お
年
寄
り
の
方
々
へ
の

「思
い

や
り
の
心
、
い
た
わ
け
の
心
」
を

培
う
と
同
時
に
地
域
で
地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
意
識
を
高

め
、
学
校
教
育
活
動

へ
の
協
力
体

制
を
築
こ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。

こ
の
日
の
交
流
大
会
に
は
、
お

年
寄
り
七
十
二
人
が
参
加
し
、
同

ま
た
、
初
め
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
し
た
外
間
絵
海
さ
ん
は

「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
打
ち
方
を
教

え
て
く
れ
た
。
ま
さ
か

一
打
で
入

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
う
れ
し

い
で
す
。」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

閉
会
式
で
は
参
加
者
を
代
表
し

て
金
城
宏
さ
ん

（仲
宗
根
区
老
人

会
長
）
が

「素
晴
ら
し
い
交
流
会

を
あ
り
が
と
う
。
ま
た

一
緒
に
試

合
が
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
る
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
に

一
際
大
き
な
拍
手

が
響
い
て
い
た
。

▲お年寄りの手ほどきを受けしだいに上達し喜ぶ子ども達
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くらしの

納税ほ

驚―多
村・県民税の申告をしましょう!

所
得
の
申
告
を
し
ま
す
と
‥

①
所
得
証
明
、
課
税
証
明
等
の

発
行
が
で
き
ま
す
。

②
健
康
保
険
税
の
軽
減
や
国
民

年
金
の
申
請
免
除
審
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

④
保
育
所
の
入
所
申
込
、
村
営

住
宅
の
入
居
申
込
等
が
で
き
ま

す
。

申
と
塁
『を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

平
成
十
四
年

一
月

一
日
現
在
今

帰
仁
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①

か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
。

①
農
業
、
営
業
等
、
そ
の
他
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
。

②
不
動
産
収
入

（軍
用
地
料
、
そ

の
他
地
代
、
家
賃
等
）
利
子
、
配

当
金
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人
。

③
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
で
給

与
か
ら
村
民
税
、
県
民
税
が
差

引
か
れ
な
い
人
。

④
給
与
所
得
者
で
①
か
②
の
所

得
の
あ
っ
た
人
。

⑤
給
与
所
得
者
で
、
平
成
十
二

年
中
に
退
職
し
た
人
。

⑥
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、

ま
た
は
、
医
療
費
控
除
な
ど
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
。

⑦
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
後

に
扶
養
親
族
等
に
異
動
の
あ
っ

た
人
。

③
大
工
、左
官
、
塗
装
工
、土
木
工
、

建
築
手
伝
な
ど
の
日
雇
労
働
者

で
、
給
与
支
払
者
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
て
い

な
い
人
。

③
各
種
老
齢
年
金
の
あ
る
人
。

申
告
に
も
っ
て
く
る
も
の

①
印
鑑

②
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収

票

（な
い
人
は
、
給
与
支
払
証

明
書
）
。

③
農
業
、
営
業
等
、
所
得
の
収
支

内
訳
書
及
び
領
収
証
。

④
不
動
産
収
入

（軍
用
地
代
、

家
賃
等
）
の
収
支
内
訳
書
及
び

領
収
証
。

⑤
利
子
、
配
当
所
得
な
ど
の
明

細
書
。

⑥
平
成
十
二
年
中
に
支
払

っ
た

生
命
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
農
協
共
済
、
医
療
費

等
の
領
収
証
。

⑦
雑
損
控
除
の
あ
る
人
は
消
防

署
の
証
明
書
。

③
勤
労
学
生
の
場
合
は
、
在
学

証
明
書
。

所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
分
所
得
税

の
確

定
申
告
は
、
平
成
十
四
年

二
月

十
人
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申

告
期
限
は
平
成
十
四
年
二
月
十

五
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務

署

は
大
変
混
雑

し
ま
す

の
で
、

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め

に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。〇

。

今年も村民税・県民税の申告の時期になりました。

申告書は、 3月 15日までに村に提出するようになつています。別表のとおり
醤字公民館で申告相談、受付を行います。みなさまのご協力をお願いいたします。

上記日程にご注意のうえ、申告忘れのないようにお願いします。

税
金
は
、
村
を
支
え
る
み
ん
な
の
カ
兼
次
小
六
年
　
諸
喜
田
　
繁

村 ・ 県 民 税 申 告 日程
国民健康保険税の申告にも適用されます。

今帰仁村役場 税務課

字 名 月  日 時間 場所

仲尾次

泊

次

志

ハフ

兼

諸

山

敷

地

名

崎

平

越

謝

与那嶺

仲宗根

玉 城

呉我山

湧 ナll

天 底

勢理客

渡喜仁

上運天

運 天

古宇利

平成H年 2月 8日

2月 13日

2月 13日

2月 15日

2月 15日

2月 18日

2月 18日

2月 20日

2月 20日

2月 22日

2月 25日

2月 25日

2月 27日

3月 1日

3月 4日

3月 4日

3月 6日

3月 6日

3月 8日

金

水

水

金

金

月

月

水

水

金

月

月

水

金

月

月

水

水

金

9:00´ヤ15:00

13:30´ヤ16:00

9:00´ψ ll:30

13:30´ヤ16:00

9:00´-11:30

13130´-16:00

9:00´ヤ11:30

13:30´ヤ16:00

9:00-11:30

9:00″ヤ15:00

13:30″ヤ16:00

9:00´ -11:30

9:00″ -15:00

9:00´ヤ15:00

13130´ヤ16:00

9:00´ -11:30

13130´-16:00

9,00´ヤ11:30

10:00´ヤ15:00

字公民館

サブセンター

納税は 明Hを支える ユイマール
今帰仁中学校3年 古堅 弘美

税金は、住みよいWへの第一歩
北山高等学校2年 比嘉 なみき
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～65歳以上のインフルエンザ予防について～
インフんエンザと回】|は、違うの?
運います !固朋は、lイ兵の痛み、纂水、くしやみなどの軽い症状ですみます。

しかし、インフんエンザは、39℃ と`大上の高報、頭痛、僣怠感などの柱状があ
し)、 特に高齢者では、重症化すると、肺炎を弓|き選こし、死亡することこしあ

し)ます。

Ｏ

ａ

インフアしエンザの3B商魅は?
①3B府掲「奎が有交勾であるといわれています。

研究結果によると、65歳と`大上の有について約45%と大`上の発病を
防ぎ、約80%の死亡を防(効果があつたとうです。
②口頂からの十分な兼曽、lホ醤が六胡です。

③人ごみは避け、帰宅後の手洗い、うがいを慇掛けましょう。

O

5B商据種の支'ね果は ?
インフんエンザの5防構種は、交勾果がでるまでに2週間がかります。流行

は、 12円下旬から3日上旬ですので、早めの掲種を∬

また、優年掲種することが豚習です。インフんエンザウイんスは、傷年変イヒ

しながら流行するため、との年に流行が5測されるウイんスのワ少チンを捲

種しておくことが有効なのです。

／
　

　

ァ

も

/ 3B廊子魯種を受ける時の注言点は?
副反応は、まれてすが、握種局削が志くなつたり、腫れたしり、痛みを伴う′・

場eや発梨、頭痛、寒寃が誕こる場eがあしります。            '
また、通院中の右は、主治医にごホ目談のうえ、才喜種を行つてください。   イ

…
| |  .■ ′′ | イ・ 1/● / 1・ ‐ `′ =′  :  |.ァ | |1/1/1  1

1イ  iイ  lr lI‐  I  I  ′ |ィ  |十  1`  I ● | .―  |―   ―

①65歳以上の者
② 60歳以上 65歳未消の者で心臓・じん臓・呼吸器の機能又は、
ヒト免疫不全ウイルヌ|こよる免疫の機能|こ障害を有するもの。

平成 14年 1月 7日 (月)～ 2月 8日 (金)まで
今帰仁村立診療所、北山病院、古宇利診療所

希望者は、村の指定する医療機関の窓□で受付し、予診表の記入・

間診を行い接種する。

1,000円。ただし、生活保護世帯の自己負担lE夫ありません。

(全額免除)

今帰仁村保健センター保健予防課 盆 56-1234問 い 合 わ せ

対  象  者

自 己 負 担

受付接種期間

接 種 場 所

受付・接種方法

○ インフんエンザ子|お掲種のお知らせ O



震業番目選挙八名層の
登講申語をお店れなく!r

9婦仁柑の農業番員の任其日は、平
「
i戚 14年 9日 30日までです。

. 選挙人名簿に登載されるには、ホ
1人の申請が豚曹です。登戴されませ
―
;んと、権烹」の行使ができない場aが

|あし」ます。

申請の時員日|よ、各字の農業香員が

112円末から「申請書」を配布しま

|す ので、修害事項警を書き込み、確
■1認の上、 1日 fO日までに再度、農

li―

′
業香員へお渡し下さい。

. くわしくは、農業香員会が各字の

農業番員までおたずねください。

う帰仁耐震崇番目e 盆 56-2256内線
'36・
137

保育所名

`所

存抑) 定員 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳以上児

今帰仁保育所

(天底386)
60ノ( 3人 12人 12人 48人 45人

仲尾次l呆育所

(仲尾次684)
60ノ＼ 3人 12人 12人 48人 15人

中央保育所

(平敷295)
60人 6人 12人 42人 15入 15人

仲宗根保育所

(仲宗根440-1)
60ノ＼ 6人 42人 12人 15人 45人

★ 0歳児の入所について(よ原則として 6カ 月を経過した乳児です。

★障害児保育を希望する方は、本ご役煽福祉課保育所事務担当までご連絡下さい。

★平成 44年度ダ)｀ ら保育所の開所時間が、平日 (月 ～金)(よ午前 7時 30分から午後 6時 30分

まで、土曜日は午前 7時 30分から午後 4時までとなります。

ただし、土曜日の午後の保育についてlよ 、保護者の勤務等の実態により午後 1時から

午後 5時 30分まで、試行として中央保育所で行います。

☆入所に必要な書類
4 保育所入所申込み書 (児童 1人につき 1枚 )
2 児童の健康診断豊
3 住民票謄本 (児童 1人につき 4通 )
4 就労証明書 (職場ダ)｀ ら、自営業 農業などの方tよ民生委員からの証B月 )
5 平成 43年ノフ.(源泉徴 I又票、所得税確定申告書の写し (給与所得者、自営業者 )
6 課税証日月書 (平成 43年度の市BJttU民税課税額がわナy｀るもの。)
※村税務課で保育所入所申込み用と申請して下さい。

※平成 43年 1月 2日 以l奪今帰仁村に転入した方は、前住所地ナl｀ らの証明。

7 その他 (イ固々 の必要に応じてお願いすることがあります。)

◎申請書は、村役場福祉課の窓口か、各保育所でもらってください。

③保育所に入所できる基準等詳しいことについては、本ご役場福祉課保育所事務担当に直接お問い

合せ下さtヽ。            公 56-4489内 線 (148番 )

☆申請書受付期間 ●
轟魯尋

☆保育所名及び募集人員

平成 14年 1月 7日 (月 )
～ 1月 31日 (木 )

(土曜日、日曜日、祝祭日は除く)

村 役 場 福 祉 課☆受 付 場 所

平成 14年度 村立保育所
=入所申込案内=

II平成 14年度
定 時 制 課 程 特別募集のお知らせ
特別募集とは、生涯学習の観点に立った「いつでも、どこでも、だれでもJ適時必要に応じて
高等教育を受けられる学校づくりを目指した制度です。

20歳以上で学習意欲のある方は、通常の教科試験が免除され、作文と面接で受験できます。
本校では、現在、特別募集で入学した10名 の生徒が、働きながら学ぶ高校生活を謳歌しています。

1 出願資格
出願できる者は、勤労者等で満 20歳 (募集年度の 3月
31日 現在)以上の者とする。
2 出願方法
出願は、願書受付の一週間前までに各出身中学を通して

イ行う。

3 出願期間及び時間
(ア )特別募集の入学願書の受付日及び時間は、
平成 14年 2月 7日 (木)午前 9時から午後 5時

2月 8日 鮭釜)寄i前 9日時から午後 4同寺
郵送の場合は、平成 14年 2月 8日 (金)の午後 4時ま
で必着のこと。ただし、特別の事情があって遅れること

が予想される場合は、本校校長にその旨連絡すること。

(イ )郵送で手続きをする場合は、必ず書留郵便とし、
受験票返送用の切手を貼付 した宛名明記の封筒 (長形

3号)を同封すること。

検査及び期日

志願者全員に対し、作文と面接を実施する。

(ア )日  時 平成 14年 3月 12日 (火)午前 10時
(イ )場 所 本校
選抜の方法

選抜は、作文及び面接の結果と出身中学校から送付され

た調査書その他必要な書類に基づいて行う。

合格発表

平成 14年 3月 18日 (月 )本校において発表する。また、
入学志願書を提出した中学校長へ文書で通知する。

連絡先 沖縄県立北部農林高等学校 (定時制課程 )
住 所 名護市宇茂佐 13番地
下 EL  0980-52-2634

4

5

6
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B☆体不自由。聴覚障富をお持ちの皆朦ヘ

者謡 孤厘冴楓誰せ
博在住の日支イ本不自由者、聴覚障害者

を苅象に上記の巡回ホロ談が平成 14年

,日 24口 (木)に行われます。身イ本障
害者手帳や補悉具警のホ日談がある府は、

平威 14年 十日 12日

までに、役場 行呂4と課
[章害福ネ止係まで連絡し

て下さい。

役 場 福 祉 課
全56-4189

情室歯料静■所に
石諷先生が特任

これまで今帰仁村立歯科診療所で村民の歯科

医療 |こ携わってこられた梅澤ひとみ先生の退任

に伴い、11月 1日付けで石黒慎太郎先生 (愛矢8

県出身)が新しく者任しました。

村民の皆さん。どうぞよろしくあ願いし敲サ。 ▲石黒 慎太郎先生

仲
宗
根
地
区

の
水
道
集

金

・
検
針
員
が
十
二
月

一

日
よ
り
、
与
那
京
子
さ
ん
か

ら
玉
城
り
つ
子
さ
ん
に
代
わ

り
ま
し
た
。

与
那
さ
ん
、
長
い
問
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
検
針
員
に
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲仲宗根地区

玉城りつ子さん

水
道
集
金

検
針
員
代
わ
る

＝
仲
宗
根
地
区
＝

つ 20誨になつたら
回日年金

ぅ評
を

＞

自
営
業
者

OL>

<先生

20歳から60歳になる >
まで40年間加入。
老齢基礎年金額 :

満額804.200円
(平成13年度)

死亡したときにも遺族は >
年金が受けらイ1ます。

▲障害になった

ときにも年金が

受けらイ1ます。

∵◆姦0

0

ο
Ｏ
　
欠へ
20歳になると色々な権利が与えられます。しかし

' 
責任

も重くなります。そのひとつが、国民年金への加入なんですね。

O L:国 民年金って、そもそもどういう制度なんですか ?
先 生 :簡単に言うと、日本に住む人全員が20歳 になると加
入して、みんなで老後を支え合う制度なんだね。20歳から60

歳になるまでの40年間加入すると、65歳から年金が受けられ

るよ。キミたちは、今は支える立場だけど、いずれは支えられ

る立場になるんだ。だから、40年間キッチリと毎月保険料を

納めて、年金を受ける権利を今から確かなものにしておかない

といけないんだね。

大学生 :そ れにしても、65歳 からの年金って、またずいぶん

先のハナシですねぇ～。

先 生 :ま あ、いいから聞いてよ。もし国民年金に加入しなけ
れば、キミたちの老後の保障はないことになるんだ。それに、

国民年金は老後だけではなくて、障害になつた時と遺族になつ

た時にも受けられるものなんだ。キミたちが障害になったり、

家庭を持った時などに万が一のことが起こったり、ということ

がないとは言えないでしょ? その時に経済的な保障があると
ないとでは、大違いじゃないかな ?

自営業者 :… まあ、そうですね。

先 生 :そ うでしょう? とにかく、国民年金に加入すること
は、実は今のキミたちにとって非常に大事なことなんだよ。ま

ずはそのことを知っておいてほしいんだね。

今帰仁村役場国民年金係 資料提供 :社会保険広報社
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三美しき空間三 2002年十よ午年。新年号の表紙を飾るのは乙羽岳のli、も
とで「夢有民牧場」を経営する山中さんl~夫妻と同牧場に

フアームステイ (体験型農場滞在)する皆さん。そして、
今年主役のお馬さん達。

酪農の傍ら乗馬体験も行つている山中さんによると「自

然の中、馬に乗つての トレッキングは海外で1よごく普通に

楽しめるアウトドアーのひとつ。国内では北海道や軽井沢

など、こく僅かな地域で行わイlて しヽるが山、海、街を颯爽

と駈ける体験ができるのIよここ (夢民牧場)だけ。」だとか。

お客さんIよ リピーターやロコミで訪れる人がほとんどで

「地元 (今帰仁)のお客が少ないのが残念」とも。午年にち
なんで今年皆さんも挑戦してみてはいかがかですか  。

う)ちと′ぅくま



つ

フ ～12130

0～ セリ

1 月/陸月
1 火

○正月 21月 ○健康相談(9:00～ 12:00保健センター)
○区長会(14:00～ 2階会議室)

2 本 O新春ロードレース大会(9:00～ 運動公園) 22火 OD,P.T(12:30～ 13:00保健センター)
○リゾート大学酒田村来村○ゆいま―る事業 (運天)

夢 本 2夢 永
リアヽビリ

4 金 O仕事始め ○成人式(14:00～ コミセン) 24本
の 6:00～ コミセン

ラ 土 2ラ 金 O農業委員会総会
〇ゆいま―る

6 .26土 ○おもちゃ図書館(9:00～ 12:00コ ミセン)

7 月 O健康相談(9:00～ 12:00保健センター) 27日14:00⌒ヤ2

8 火 ○ゆいま―る事業 (諸志) 23月 ○健康相談(9:00～ 12:00保健センター)

9 水 Oリ
ハビリ

Oゆいま―る事業 (呉我山) 29火
10本 Oゆいま―る事業(仲

夢0水 ○リハビリ

○高齢者学級会級式 (14:00～ 中央公民館)O歯科相談(13:00～ 保健センター)

11金 夢1本

12土 ンター) 2月 /如月
1夢 日 ○新春バドミントン大会(9:00～ 村民体育館) 1金
14月 ○健康相談(9:00～ 12:00保健センター) 2 土 ○おもちゃ図書館(9:00～ 12:00コ ミセン)

O沖縄県一周駅伝大会(～ 3日 まで)

1テ 火 ○ゆいま一る事業(与那嶺) テ 日

16水 4 月 O健康相談(9:00～ 12:00

17本 テ 火
○区長会(14:00～ 2

Oゆいま―る事業 (与那嶺)

13金 ○ゆいま―る事業 (今泊) 6 水
ハ

回ふれあ -2 10日 まで )

19土 Oお もちゃ図書館(9:00～ 12100コ ミセン) 7 木 ○ゆいま―る事業 (仲尾次)

20日 ○第18回今帰仁村子ども会まつり(14:00～ コミセン) 8 金 OBCG(14:00～ 14:30保健センター)

2002年/平成 14隼 1月 1日 広 報 な き じん

＼

40年後、収入ゼロでも

おなじセリフが言えますか ?

国 民 年 盆

主人公です。

「を
後
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ん
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ば
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「
い
ま
が
良
け
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ゃ

い
い
ん
だ
よ
」

明日のあなたを

考えて……

年金はあなたが

嵐山」
1ル

フ倶楽部 今帰仁村民デ
ーのこ案内

村民以外の方

平日 (毎週木曜日、祝祭日を除く)お一人様 9,500円 (税別)
日曜 (毎月 1日 限定)      お一人様 12,000円 (税別)

-2002年 1月よリスタートー
対

料

〈申し込み方法〉

〈同伴者料金〉

:とま曽&!

利用日にτキきましては、下記の日 下さい。

お一人様 9,000円 (税別)

お一人様 10,000円 (税別)

象〉 現住所が村内に在する方。
金) 平日 (毎週木曜日、祝祭日除く)
日曜 (毎月 1日 限定)

1月  10

(プ

28日 内、
‐31日 (日 )

24日 (日 )、 28日 閃

日鉢、l、 31日 榊

編集発行 :今帰仁村役場総務課秘書広幸R係 〒905-0492 沖縄県今帰仁村字仲宗根219 電話(0980)562101 E「刷 :沖縄高速印刷株式会社


